



































































































































先の例でいえば、前者は、残った道のりや残っ 以上の授業の流れ 表2 指導計画
た道のりを時間で割ることを求められない児童が を整理する（表2）。－
非常に多く、児童にとって困難な問題である。
1 /20×15 = 15 / 20 (3/4) 
1 -15 / 20(3/4) = 5 / 20(1/4) （困難）





































































｜めあて 解く方法を考えよう I 
(2）解決の見通しを持たせる
T この問題で1分間でどれだけ水が入るかは？
Cn bからなbi. I 1分間lζ入る量は、それぞ－
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( 1 ）同時に水を入れる流量問題で導入したこと 見つけさせる授業では、既習事項が抵抗になるこ
この授業では、特に風自の体積や道のりなど① ともあるので、児童の実態に合わせ、どんな題材




第2時に 1の例題で紹介した歩きから走りに変 割合を求めてから、全体を 1と見ていることに気




① 15分歩ぐ道のりの割合のJ/20Xl5の立式できな なっている。山野（2016）は 1と見ることを体験的
かったJ'l重 2:$ に理解させるために割合望遠鏡を用いる実践を行
②走Q道のりの割合1-15/20ができなかった児童 ってきた。 6年生の割合を見ても、 1と見ること














山野定寿 「30%引きの、さらに 10%引きは、 40
%引き？J数学教室 12月号国土社 p.p.20・25
2016 （令和元年9月30日受理）
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